
宣言立場　元請事業者

（１．労務費確保・賃金支払い等のための取組）

（その他）

企業名 大和リース株式会社
代表者名 北　哲弥

（３．宣言企業との取引優先）
■取引先の選定に当たり、宣言を行っていることを考慮する。
・自主宣言を行っている企業を取引先の選定条件項目の一つとすることを自社ホームページに
記載する。

当社は、建設産業の担い手確保のため、以下のように建設技能者の処遇改善に向けて取り組む
ことを宣言します。

■自社様式の見積書については、労務費、材料費等の内訳を明示した見積書を作成する。

■下請事業者から提出される労務費、材料費等の内訳が明示された見積書の内容を考慮・
　尊重する。
・見積書に根拠なき値引きを行わない社内通知を徹底。

■技能者の適切な処遇を確保するための取組を行う。
・工事現場毎に適した熱中症対策を導入する。
・工事現場の土日閉所を実施。

■担い手の育成取組を行う。
・下請事業者の担い手に対する取組として、下請けに対して資格取得のための資金の補助を
　実施。
・下請事業者の担い手に対する取組として、安全衛生等現場に関わる注意に関する研修会等
　の定期的実施。

外国人活躍 15か国対応のWEB教育を無料とし、安全教育を実施すること。

建設技能者を大切にする企業の自主宣言

適正な請負契約 長時間労働が発生しないよう適正工期を確保した契約をすること。

スキルアップ
各種安全教育を対面及びWEBで無料で受講できる体制を継続するこ
と。

女性活躍 女性目線で、トイレ、更衣室、保護具の整備標準化を行うこと。

項目 具体的な取組内容

処遇改善 4週8閉所（土日休み）を90％以上実施すること。

■国が建設工事に従事する者の適正な処遇の確保等を図るために行う調査に協力する。

（２．建設キャリアアップシステムの活用）
■CCUS を利用する技能者が就業履歴を蓄積できるよう、必要な環境整備に取り組む。
・元請として受注した工事現場にカードリーダー等職業履歴を蓄積できる機器を設置し、
　設置した現場において、少なくとも履歴蓄積を1件以上行うこと。


